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「誰かのためにがんばる力」を育てる 

                                              校長 不破 淳一 

１０月１６日（土）の運動会は、多くの保護者の皆様に御参観をいただき、大きな成果を残して終えることが

できました。誠にありがとうございました。天気が心配される時間帯もありましたが、子供たちはベストを尽く

す姿勢を貫いていました。運動会のスローガン「運動会 一人一人の情熱を一つに 」のとおり、一人一人が自

分を力いっぱい表現していました。 

さて、私は運動会前の全校朝会で子供たちにこう話しました。 

「今度の運動会を、『誰かのためにがんばる運動会』にしましょう。」 

誰かのためにがんばれるようになることが、成長するということ、「大人になる」ということなのだと、

私は考えているからです。平川克美氏は『路地裏で考える』（ちくま新書）の中でこう述べます。 

○…大人とはどういう人間を指すのだろうか。大人になるとはどういうことなのだろうか。(略)  ▼確

かに大人とは齢を経ただけの人間のことでもないし、自分で自分を大人だと思っているものを指すの

でもない。 (略)  ▼わたしにとって大人とは、端的に、自分以外のもののために生きることを引き受

けた人間のことを言う。(ｐ８８～８９) 

○ひとは、自分で考えるほど、自分のために生きているわけではないのだ。▼当今は、ひとは誰も自分

のために生きるべきであり、そのための合理的な選択をするものだという考え方が隆盛である。しか

し、わたしが父親の介護から学んだことは、ひとは自分を必要としているもののために行動するとき、

そのパフォーマンスが最大化するということであった。（ｐ９１～９２） 

○子どもは自分のために生きている。自分の快楽を追求することが、子どもらしい生き方である。しか

し、それをどんなに洗練させて、合理的に行動することができるようになったとしても、子どもは子

どものままである。子どもは誰も自分の責任として他者を引き受けたりはしない。▼子どもが大人に

なる契機は、自ら進んでであれ、やむを得ずであれ、自分以外の人間のために生きなくてはならない

という自覚を持ったときだろうと思うのである。▼人口減少時代を生き抜いていくために 必要なこ

とは、ひとも国も大人にならなければいけないということである。（ｐ９２） 

少子高齢化が劇的に進む「これから」を「よりよい社会」にしていくためには、子供たちに「自分以外の

人間（他者）のために生きることのできる力」を育てていく必要があります。それが子供たちを「大人」へ

と成長させていくということです。「ひとも国も『大人』にならなければいけない」という平川氏の指摘を、

私は重く受け止めています。 

 子供たちには、これからの「よりよい社会」の創り手となる「大人」になってほしい。コロナ禍の現在を

生きる子供たちであるからこそ、尚更そう強く願わざるを得ません。運動会で「誰かのためにがんばる」こ

とのできた子供たち。「大人」に一歩近付くことができたと思います。 

今日からは１１月。芸術の秋、スポーツの秋、読書の秋が全開となる月です。「本町っ子発表会」までは約２週

間。「本町っ子発表会」もまた、子供たちに「誰かのためにがんばる力」を育てる機会にしたいと考えています。 

保護者の皆様におかれましては、「子供たちと共に創り上げる」という「参画」の意識で、「本町っ子発

表会」での子供たちの姿を見守っていただけたらと思います。 
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＜個人面談について＞  

１１月１９日（金）～１１月２９日（月）の期間で個

人面談を行います。２学期までの児童の生活の様子につ

いて共有することで、学校と家庭で連携を取り合う貴重

な機会にしたいと思っています。お一人１０分程度とい

う短い時間ではありますが、御理解・御協力の程どうぞ

宜しくお願いいたします。 

＜本町っ子発表会🍂＞ 

例年とは違い、様々な制限がある中での開催と

なります。感染症対策を行った上で、各学年工夫

を凝らしてコロナ禍を明るくする発表を元気に

行っていきます。 

なお、１３日（土）保護者鑑賞日、児童の時程

は「給食あり」で 1～4 年は４時間授業、5,6 学

年は５時間授業となります。 

＜児童・生徒の学力向上を図るための調査の実施について＞ 

システムの不具合により延期されていた本調査が再開されます。学習意欲や、学習の進め方など「学び

に向かう力」等についての調査です。４，５，６年生を対象に chromebookを使って web上で質問に回答

する方法で行います。 

＜PTA主催オンラインによる体験型学習講座＞ 

「海から見える私たちのくらし」をテーマに、YouTube 

動画配信や、校舎内での楽しい掲示コーナーによる講座が 

開催されました。どのような体験学習ができるのか、知恵 

と工夫を凝らし、子供たちのために新たな好奇心を育てる 

企画をしていただき心より感謝申し上げます。 

 

 

月 火 水 木 金 土 日 

1   鈴木 SC 

委員会 
安全指導 
 

2 

５年学力向上を図るための調査 

3    

文化の日 

4   西田 SC 

３年自転車安全教室 
１，２年放課後学習 
４年学力向上を図るための調査 

5    鈴木 SC 

B時程 

６年学力向上を図るための調査 

6 

東京都教育の日 

7 

 

 

8   鈴木 SC 

 

9     

 

10     C時程 

４時間授業 

11   西田 SC   

B時程 

12   鈴木 SC 

本町っ子 

発表会① 

児童鑑賞日 

13  

本町っ子 
発表会② 
保護者鑑賞日 
（給食あり） 

14 

15       

振替休業日 

16     

避難訓練 

17   C時程 

４時間授業 

 

18   西田 SC 

        B時程 

１年生活科見学(小金井公園) 

 

19    鈴木 SC 

５時間授業 

３年社会科見学(消防署) 

個人面談① 

20  

 

21 

22     鈴木SC 

読書週間始 

４時間授業 

個人面談② 

23    

勤労感謝の日 

24    

４時間授業 

個人面談③ 
 

25   西田 SC 

５時間授業 
個人面談④ 

１年生活科見学予備日 
5年音楽発表会 
（１H） 

26    鈴木 SC 

個人面談⑤ 

6年移動教室代替行事 
（鎌倉) 

27 

 

28 

29     鈴木SC 

個人面談⑥ 

30    B時程 

5年移動教室代替行事 
（千葉) 

12/1   

委員会 

安全指導 

４年色覚検査 

12/2   西田 SC 

３年社会科見学(警察署) 

 

12/3   鈴木 SC 

読書週間終 

4 

 

5 

 

１１月の学校安全指導内容 

話をしっかり聞き、 

落ち着いて行動しよう 

 

１１月の生活目標 友達のよいところを見つけよう 

○行事を通して、友達のがんばりを見つけよう 

○友達の話や意見を最後まで聞こう 

１１月の行事予定  ☆詳細や変更は、学年だよりや学級だより等を御覧ください。 

 


